
国際家事調停の将来
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＜仮訳＞



調停と裁判の対比
 調停のメリットは？

 手続はどのようなものか？

 調停の限界は？

 関係者（利用者、調停人、ゲートキーパー及び公衆）に対
する教育の重要性
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米国における家事調停
 米国の家事事件における調停の利用状況は？

 米国で調停人をすることができる人の条件は？調停人を探
す方法は？

 調停を利用できる事案とは、調停に適した事案とは？
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国際家事事件の調停
 外国で暮らす家族との間で調停を行う場合の相違点と

は？

 地域的・文化的な制度・手続枠内での活動、複雑な法制度
の活用

 調停への子供の関与
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国際社会における調停の将来
 情報やリソースの共有を目的とした国家・地域間の連携

 調停を利用しやすくするための技術の活用

 適切な調停人の選定、適切な手続の策定及びリソース提
供に役立てるための「聴取」実施

 紛争前調停
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連絡先情報
メリッサ・クチンスキー

MK Family Law, PLLC

1717 K Street, NW, Suite 900

Washington, DC 20006

(202) 713-5165

melissa@mkfamilylawfirm.com
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